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平成２６年度第１回 世田谷区入札監視委員会 議事概要 
 
開催日時：平成２６年１２月１１日（木）午後１時～３時 
場  所：世田谷区役所第一庁舎５階庁議室 
出席委員：中川委員、三浦委員、若松委員 
事 務 局：財務部経理課、教育委員会事務局教育総務課 
 
【会議次第】 
１ 開  会 

 
 ２ 報告事項 

（１）世田谷区における公契約条例の制定について 
（２）入札・契約制度改革について 
（３）平成２５年度下半期及び平成２６年度上半期 契約締結状況等について 
（４）指名停止及び入札参加除外措置について 

 
３ 議  事 

平成２５年度下半期及び平成２６年度上半期 抽出契約案件の審議について 
 
 ４ 閉  会 
 
 
【会議概要】 
１ 報告事項 
  （１）世田谷区における公契約条例の制定について、事務局より報告。 
      世田谷区では、入札・契約制度の改善、受注環境整備、公共事業の品質確保等の 

ため、「世田谷区公契約条例」及びその施行規則を制定した。 
（公布）平成２６年９月３０日 
（施行）平成２７年４月１日 
※区ホームページ参照 
 http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/166/825/d00135058.html 
  

 
  （２）入札・契約制度改革について、事務局より報告。 
    ①最低制限価格及び低入札調査基準価格の設定範囲等の見直しについて 

設定範囲の変更 
〔変更前〕予定価格の１０分の８．５から３分の２まで 
〔変更後〕予定価格の１０分の９から１０分の７まで 
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※区ホームページ参照 
     http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/166/825/d00123233.html 
 
    ②平成２６年２月から適用する公共工事設計労務単価に係る特例措置について 
     （主旨） 
       国が平成２６年２月から適用する公共工事設計労務単価（「新労務単価」とい 

う）は、平成２５年度当初の公共工事設計労務単価（「旧労務単価」という）に 
比して、全国平均で７．１％の上昇となっている。 

       公共工事設計労務単価が大幅に上昇した平成２５年度当初と同様、国が特例 
      措置を定め、各自治体についても、新労務単価の早期適用とともに、国の措置 
      を参考に適切な運用に努めるよう要請があったことをうけて、世田谷区におい 
      ても、２月２０日以降に公告する案件から新労務単価を適用するとともに、国 
      と同様の特例措置を講じることとした。 
     （特例措置の内容） 
       平成２６年２月１日以降に契約を行った工事のうち、旧労務単価を適用して 
      予定価格を積算しているものを対象とする（ただし、工期が平成２６年３月 

３１日までのものを除く）。受注者は、工事請負契約約款第５２条等の規定によ 
り、旧労務単価に基づく契約を新労務単価に基づく契約に変更するための協議 
を請求することができる。 

       なお、区は受注者に対し、特例措置の対象であることを個別に通知する。 
 
    ③工事請負契約における現場代理人の常駐義務緩和について 
     （主旨） 

    工事請負契約の的確な履行を確保するため、現場代理人の工事現場への常駐 

   を義務づけているが、国が定める公共工事標準請負契約約款では、一定の要件を 
   満たすと発注者が認めた場合には、例外的に現場代理人の常駐を要しないことが 
   できるものとされた（平成２２年７月改正）。 

これを受けて世田谷区では、通信手段の発達や厳しい経営環境下における施工 
体制の合理化にも配慮し、現場代理人の工事現場への常駐義務を緩和することと 

した。 

※区ホームページ参照 
 http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/107/166/825/d00131462.html 

 

    ④平成２５年度総合評価競争入札の試行状況について 
     平成２５年度における総合評価競争入札（試行）の実施は２４件。 
     道路舗装工事 １１件、一般土木工事 １件、建築工事 ３件 
     運動場施設 ２件、電気工事 ２件、給排水工事 ２件、造園工事 ３件 
     ※なお、平成２６年度より本格実施に移行する。 
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  （３）平成２５年度下半期及び２６年度上半期 契約締結状況等について、 
事務局より報告。 

 ①平成２５年度下半期工事請負契約締結状況・・・１３０件 

一般競争入札（７５件）、指名競争入札（１０件）、随意契約（４５件） 

②平成２６年度上半期工事請負契約締結状況・・・１８０件 

一般競争入札（１３０件）、指名競争入札（９件）、随意契約（４１件） 
     

  （４）指名停止及び入札参加除外措置について、事務局より報告。 
①指名停止運用状況・・・７件 

②「世田谷区契約における暴力団等排除措置要綱」に基づく入札参加除外措置 

       運用状況・・・１件 
 
 
２ 議 事    

平成２５年度下半期及び２６年度下半期 抽出契約案件の審議について 
各委員が抽出した３案件について審議した。 

 
 （1）審議対象案件 
①世田谷区立砧図書館改修機械設備工事 

委員の主な意見・質問 区の主な説明・回答 
・ 落札率が９８．９４％と高いが、どの

ような理由が考えられるか。 
 
 
 
 
・本件は総合評価競争入札制度を適用した

案件だが、今後一般競争入札と総合評価競

争入札はどのような基準や割合で実施し

ていくのか。 

・ 本件は予定価格が公表であったこと、

事業者は図面･参考内訳等から工事費を積

算しており、比較的容易な積算であったこ

とから、区側の積算と近似したものと考え

られる。 
 
・世田谷区では、平成２６年度から総合評

価競争入札制度を本格実施している。原則

として、予定価格が２，５００万円以上で、

高度な技術力等が求められるものを対象

に、工事所管課と調整を図って選定してい

る。 
平成２５年度の対象案件は２４件であ

った。件数については、技術面での難易度

や入札の競争性の確保を考慮しながら、今

後検討を進めていく。 
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②世田谷区役所第二庁舎照明器具更新及び石綿撤去工事 
委員の主な意見・質問 区の主な説明・回答 

・本件は随意契約ということだが、何か特

殊な理由があったのか。 
・本件は、年末年始の９日間という短い工

期の中で、既存の天井材並びにアスベスト

の撤去、LED 化工事を確実に行わねばな
らないものだった。 
この条件を満たすのは、世田谷区役所第

二庁舎の建設時の施工者であり、過去の改

修工事についての施工データを保有する

当該事業者のみであると判断し、随意契約

をすることとした。 
 

 
 
③仮称世田谷区下馬複合施設新築機械設備工事 

委員の主な意見・質問 区の主な説明・回答 
・落札率が９９．７９％と高いが、どのよ

うな理由が考えられるか。また業者間の入

札金額が僅差であるが、考えられる理由は

あるか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・本件は、審議案件①と同様に、予定価格

を事前に公表した案件である。事業者は、

区からの図面や参考内訳等を参考に積算

するが、比較的容易な積算であり、各メー

カーの機材の実勢価格はインターネット

等で容易に判明することから、区の予定価

格と業者の見積りが近似したものと考え

られる。 
 また、本工事は一般的な新築工事で特殊

な工法や材料を含まず、配管類の数量も参

考内訳に明示されていることから、事業者

間の積算価格に大きな差が生じなかった

と考えられる。 
 

 
 
 
 
 （２）審議結果 
    審議対象案件について様々な質問や意見等が出されたが、個別の案件や入札契約手続 

きに関して、特に区に対し具申すべき点、又は改善すべき点はなかった。 


